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カントの大学論 - 『学部の争い』











































英二 ｢カン トの大学論 『諸学部の争い』の現代的射程｣(『現代思想』臨時増刊号第22巻第4号､1994年 3月､295-










する｡また 『学部の争い』の翻訳の該当箇所は ( )内に入れて表示 した｡

















































































































































































































































































































































































20)原文では daL3dieLetztendieErsten(dleuntereFacultatdieobere)wirden.これに対 し未公刊の草稿では Die
untersteFacultaetmuL3einmaldieOberstewerden,d.i.alesderGesetzgebungderVernunRunterwerfen.(最下
級学部はいつの 日にか最上級学部にならなければならない｡すなわち､すべてが理性の法則に従わなければなら
ない) とい うさらに強い調子になっている｡Z.n.ReinhardBrandt:Zum "StreitderFakultaten".In:Kant-
Forschungen,Bd.1,Hamburg:FelixMeiner1987,S.31.



















































いうのは positive Religion (歴史的啓示宗教)













































































































70 国際経営論集 No.35 2008
がここに挙げられている他の著者より先に来る
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